
(57)【要約】

【課題】排水トラップにおいて、排水時にゴボゴボとい

う不快な音の発生を防止し、また破封を生じ難くする。

【解決手段】排水の流入する排水口と、排水口から下方

に延出された、下方に開口部を備えた防臭筒と、その内

部に防臭筒の下端開口を収納すると共に、排水を溜めて

封水を形成する封水部と、封水部を溢れ出た排水を下水

等に排出する排出口と、を備えた排水トラップにおいて

、

排水口から開口部までの流路上で防臭筒を分岐させて、

独立した開口部を複数設ける。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
排 水 の 流 入 す る 排 水 口 （ ３ ） と 、
排 水 口 （ ３ ） か ら 下 方 に 延 出 さ れ た 、 下 方 に 開 口 部 を 備 え た 防 臭 筒 （ ４ ａ ） と 、
そ の 内 部 に 防 臭 筒 （ ４ ａ ） の 下 端 開 口 を 収 納 す る と 共 に 、 排 水 を 溜 め て 封 水 を 形 成 す る 封
水 部 （ ６ ） と 、
封 水 部 （ ６ ） を 溢 れ 出 た 排 水 を 下 水 等 に 排 出 す る 排 出 口 （ ７ ） と 、
を 備 え た 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 、
排 水 口 （ ３ ） か ら 開 口 部 ま で の 流 路 上 で 防 臭 筒 （ ４ ａ ） を 分 岐 さ せ て 、 独 立 し た 開 口 部 を
複 数 設 け た こ と を 特 徴 と す る 排 水 ト ラ ッ プ 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 、
上 記 防 臭 筒 （ ４ ａ ） を 独 立 し た 部 材 と し て 構 成 し 、 排 水 ト ラ ッ プ か ら 着 脱 自 在 と し た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ 。
【 請 求 項 ３ 】
中 空 の ケ ー シ ン グ 体 か ら 成 る ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） と 、
ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） の 上 面 に 設 け ら れ た 、 排 水 の 流 入 す る 排 水 口 （ ３ ） と 、
ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） の 側 面 に 設 け ら れ た 、 排 水 を 下 水 等 に 排 出 す る 排 出 口 （ ７ ） と 、
ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） 内 部 を 、 平 面 視 排 水 口 （ ３ ） を 有 す る 側 と 、 排 出 口 （ ７ ） を 有 す る 側
と に 分 割 す る よ う に 配 置 さ れ 、 ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） の 内 壁 上 端 か ら 下 方 に 延 出 さ れ た 、 下
方 に 開 口 部 を 備 え た 防 臭 壁 （ ４ ｂ ） と 、
防 臭 壁 （ ４ ｂ ） の 下 端 開 口 を 収 納 す る と 共 に 、 排 水 を 溜 め て 封 水 を 形 成 し 、 溢 れ た 排 水 を
排 出 口 （ ７ ） に 流 出 さ せ る 封 水 部 （ ６ ） と 、
を 備 え た 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 、
排 水 口 （ ３ ） か ら 開 口 部 ま で の 流 路 上 で 防 臭 壁 （ ４ ｂ ） を 分 岐 さ せ て 、 独 立 し た 開 口 部 を
複 数 設 け た こ と を 特 徴 と す る 排 水 ト ラ ッ プ 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 、
上 記 複 数 設 け た 開 口 部 の う ち 少 な く と も ２ つ の 開 口 部 に 、 高 低 差 を 設 け た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 、
上 記 開 口 部 の 開 口 面 積 に 差 違 を 設 け る と 共 に 、
開 口 面 積 が 大 き い 開 口 部 を 、 開 口 面 積 が 小 さ い 開 口 部 よ り も 下 方 に 設 け た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ４ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 、
最 下 方 の 開 口 部 以 外 の 開 口 部 の 少 な く と も １ つ を 、 開 口 箇 所 に て 再 度 子 分 岐 さ せ た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は 請 求 項 ５ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ 。
【 請 求 項 ７ 】
上 記 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 、
防 臭 筒 （ ４ ａ ） 又 は 防 臭 壁 （ ４ ｂ ） の 分 岐 箇 所 を 、 封 水 水 面 （ Ｗ Ｌ ） よ り も 上 方 に 配 置 し
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ 。
【 請 求 項 ８ 】
上 記 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 、
上 記 防 臭 筒 （ ４ ａ ） は 防 臭 壁 （ ４ ｂ ） に 設 け た 分 岐 箇 所 の 開 口 を 下 方 に 向 け て 設 け た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ 。
【 請 求 項 ９ 】
上 記 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 、
開 口 部 の 開 口 面 積 の 総 和 よ り も 、 排 水 口 （ ３ ） の 開 口 面 積 の 方 が 大 き な 面 積 を 有 し て い る
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こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ８ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 浴 槽 ・ 浴 室 、 洗 濯 機 パ ン 、 洗 面 台 、 流 し 台 な ど に 用 い ら れ る 、 排 水 ト ラ ッ プ
に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 浴 槽 ・ 浴 室 、 洗 濯 機 パ ン 、 洗 面 台 、 流 し 台 な ど 、 使 用 に よ っ て 排 水 が 生 じ る
各 種 の 生 活 排 水 機 器 （ 以 下 、 「 排 水 機 器 」 と 呼 ぶ ） に は 、 使 用 に よ っ て 生 じ た 排 水 を 床 下
配 管 な ど 下 水 側 等 に 排 出 す る 排 水 装 置 が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ れ ら 排 水 装 置 の 中 で 、 下
水 側 か ら の 臭 気 や 害 虫 類 が 屋 内 側 に 進 入 す る こ と を 防 止 す る 機 能 を 備 え た 排 水 機 器 を 特 に
排 水 ト ラ ッ プ と 呼 ぶ 。 こ の 排 水 ト ラ ッ プ の 構 造 に は 様 々 な 種 類 が あ る が 、 特 に 一 般 的 に 良
く 知 ら れ て い る 排 水 ト ラ ッ プ は 、 排 水 の 流 路 中 に 封 水 と 呼 ば れ る 必 ず 排 水 が 溜 ま る 部 分 を
設 け て 、 下 水 側 か ら の 臭 気 や 害 虫 類 が 屋 内 側 に 進 入 す る こ と を 防 止 す る 機 能 を 備 え た 、 封
水 式 と 呼 ば れ る 排 水 ト ラ ッ プ で あ る 。 以 下 に 従 来 よ く 知 ら れ た 封 水 式 の 排 水 ト ラ ッ プ を 、
図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ ２ に 示 し た 従 来 例 は 封 水 式 の 排 水 ト ラ ッ プ を 、 防 水 パ ン に 施 工 し た 状 態 を 示 す も の
で あ っ て 、 以 下 に 記 載 し た 各 部 材 よ り 構 成 さ れ て 成 る 。
防 水 パ ン は 、 浴 室 や 洗 濯 機 な ど 、 使 用 時 に 排 水 が 生 じ る 場 所 に 用 い ら れ る 排 水 機 器 で あ っ
て 、 流 れ た 排 水 を 受 け 止 め る 機 能 を 有 し 、 底 面 の 最 も 低 い 位 置 に 取 付 部 を 開 口 し て な る 。
排 水 ト ラ ッ プ は 、 後 記 す る ト ラ ッ プ 本 体 と フ ラ ン ジ 部 材 か ら な る 。
ト ラ ッ プ 本 体 は 、 有 底 円 筒 形 状 で あ っ て 、 上 方 に 雌 ね じ を 設 け た 開 口 で あ る 雌 ね じ 部 を 有
し 、 さ ら に 後 述 す る 封 水 部 、 及 び 封 水 部 を 溢 れ た 排 水 が 流 れ る 通 水 路 、 通 水 路 の 側 面 に 設
け た 排 出 口 を 備 え て 成 る 。
封 水 部 は 有 底 円 筒 状 で 、 上 方 に 排 水 が 流 入 す る 開 口 を 設 け て な る 。
排 出 口 は 前 記 ト ラ ッ プ 本 体 内 の 排 水 を 下 水 側 配 管 へ 排 出 す る た め の 開 口 で あ っ て 、 通 水 部
の 側 面 か ら 外 方 向 に 向 か っ て 形 成 さ れ 、 内 部 は ト ラ ッ プ 本 体 内 部 の 通 水 部 と 連 通 し て な る
。 こ こ で 、 ト ラ ッ プ 本 体 内 部 に 、 後 述 す る 防 臭 筒 か ら 、 封 水 部 の 上 端 縁 部 を 介 し て 排 出 口
に 至 る 排 水 流 路 が 形 成 さ れ る 。
フ ラ ン ジ 部 材 は 、 上 下 に 開 口 し た 円 筒 形 状 の 部 材 で あ っ て 、 上 端 に は 鍔 部 を 設 け 、 ま た 外
周 面 に は 前 記 し た ト ラ ッ プ 本 体 の 開 口 の 雌 ね じ と 螺 合 す る 雄 ね じ を 設 け 、 ま た そ の 内 周 側
に は 排 水 口 を 開 口 し て い る 。
防 臭 筒 は 、 上 方 、 下 方 と も 開 放 さ れ た 円 筒 体 で あ り 、 上 方 は 前 記 フ ラ ン ジ 部 材 の 排 水 口 と
着 脱 自 在 且 つ 水 密 的 に 嵌 合 さ れ 、 下 端 の 開 口 部 は 前 記 封 水 部 内 に 配 置 さ れ て な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 段 落 ０ ０ ０ ３ に 記 載 さ れ た 排 水 ト ラ ッ プ は 、 以 下 の 様 に し て 防 水 パ ン に 取 付 施 工 さ
れ る 。
防 水 パ ン の 取 付 部 を 間 に 介 し た 状 態 で 、 フ ラ ン ジ 部 材 の 雄 ね じ 部 を ト ラ ッ プ 本 体 の 雌 ね じ
部 に 螺 合 さ せ る こ と で 、 防 水 パ ン の 取 付 部 周 縁 が 、 フ ラ ン ジ 部 材 の 鍔 部 下 面 と 、 ト ラ ッ プ
本 体 の 開 口 周 縁 と で 挟 持 さ れ 、 防 水 パ ン に ト ラ ッ プ 本 体 及 び フ ラ ン ジ 部 が 取 り 付 け 固 定 さ
れ る 。
更 に フ ラ ン ジ 部 材 の 排 水 口 に 、 防 臭 筒 を 着 脱 自 在 且 つ 水 密 的 に 嵌 合 さ せ る 。 こ の と き 、 防
臭 筒 下 端 は 前 記 封 水 部 内 に 配 置 さ れ て な る 。
ま た 、 ト ラ ッ プ 本 体 の 排 出 口 に 、 床 下 配 管 を 接 続 さ せ 、 排 水 ト ラ ッ プ の 施 工 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 排 水 ト ラ ッ プ 配 管 に お い て 、 防 水 パ ン 上 に 排 水 が 行 わ れ る と 、
排 水 は 、 排 水 口 、 防 臭 筒 の 上 方 の 開 口 か ら 下 端 の 開 口 部 、 封 水 部 の 上 端 縁 部 を 介 し て 排 出
口 に 至 り 、 最 終 的 に は 床 下 配 管 か ら 下 水 側 等 に 排 出 さ れ る 。
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ま た 、 こ の と き 封 水 部 に 排 水 が 溜 ま る こ と で 、 排 水 ト ラ ッ プ 内 に 形 成 さ れ た 排 水 流 路 の 少
な く と も 一 部 に 、 封 水 と 呼 ば れ る 排 水 が 溜 ま っ た 状 態 が 生 じ る 。 下 水 側 か ら 臭 気 や 害 虫 類
が 逆 流 し て き た 場 合 で も 、 こ れ ら 臭 気 や 害 虫 類 が こ の 封 水 を 乗 り 越 え る 事 が で き な い た め
、 屋 内 側 に 臭 気 や 害 虫 類 が 進 入 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 尚 、 こ の 下 水 側 か ら 屋
内 側 に 臭 気 や 害 虫 類 が 進 入 す る こ と を 防 止 す る 機 能 を 、 「 ト ラ ッ プ 機 能 」 と 呼 ぶ 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ０ ２ ９ ７ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の よ う な 封 水 式 の 排 水 ト ラ ッ プ に は 、 以 下 の よ う な 問 題 が あ っ た 。
前 述 の 排 水 ト ラ ッ プ 配 管 に お い て 、 床 下 配 管 に 負 圧 （ 空 気 の 圧 力 が 、 通 常 の 大 気 圧 で あ る
１ 気 圧 よ り も 低 く な っ た 状 態 ） と な る 場 合 が あ る 。
床 下 排 水 に 負 圧 が 発 生 す る 理 由 は 様 々 で あ る が 、 良 く 知 ら れ て い る 原 因 と し て は 、 以 下 に
記 載 し た 自 己 サ イ ホ ン と い う 場 合 が あ る 。
自 己 サ イ ホ ン と は 、 排 水 ト ラ ッ プ か ら 床 下 配 管 に 排 水 を 行 う 際 に 、 排 水 が 床 下 配 管 内 の 空
気 を 巻 き 込 ん で 流 れ 、 そ の 分 床 下 配 管 内 の 空 気 が 減 少 し て 負 圧 に な る 現 象 で あ る 。
自 己 サ イ ホ ン そ の 他 の 理 由 に よ っ て 、 床 下 配 管 内 に 負 圧 が 発 生 す る と 、 失 わ れ た 空 気 を 供
給 す る た め 、 大 気 解 放 さ れ て い る 排 水 口 か ら 空 気 を 取 り 込 も う と す る 力 が 働 く 。 こ の 過 程
に お い て 、 排 水 ト ラ ッ プ 内 部 の 封 水 部 内 の 封 水 が 、 通 水 路 を 介 し 、 排 出 口 か ら 床 下 配 管 側
に 引 き 込 ま れ て 排 出 さ れ る 場 合 が あ る 。
こ の よ う な 現 象 が 起 き る と 、 次 の よ う な 問 題 が 生 じ る 。
１ ． 排 水 の 際 、 空 気 が 防 臭 筒 の 開 口 部 ま で 到 達 す る こ と か ら 、 開 口 部 の 大 き さ に 比 例 し た
大 き な 空 気 の 塊 （ 気 泡 ） が 排 水 中 を 流 れ 、 「 ゴ ボ ゴ ボ 」 と 不 快 な 騒 音 を 発 生 す る 。
２ ． 封 水 部 に 溜 ま っ て い た 封 水 が 排 出 口 か ら 排 出 さ れ 、 防 臭 筒 の 開 口 部 よ り も 下 方 に ま で
封 水 の 水 面 が 降 下 す る 。 こ の よ う な 状 態 に な る と 、 「 排 水 ト ラ ッ プ 内 に 形 成 さ れ た 排 水 流
路 の 少 な く と も 一 部 に 、 封 水 と 呼 ば れ る 排 水 が 溜 ま っ た 状 態 」 で は 無 く な り 、 「 ト ラ ッ プ
機 能 」 が 失 わ れ 、 臭 気 や 害 虫 類 が 下 水 側 か ら 屋 内 側 に 進 入 可 能 と な る 。 こ の よ う な 状 態 を
「 破 封 」 状 態 と い う 。 実 際 に は 排 水 が 終 了 に 近 づ き 、 排 水 の 勢 い が 弱 く な る に つ れ て 、 自
己 サ イ ホ ン が 収 ま る と 共 に 、 少 量 の 排 水 が 比 較 的 緩 や か に 流 れ て 封 水 部 に 溜 ま る た め 、 完
全 な 破 封 状 態 に な る こ と は 希 で あ る が 、 封 水 の 水 面 は 封 水 部 の 上 端 よ り も 低 い 位 置 に 留 ま
り 、 ト ラ ッ プ 機 能 が 充 分 に 機 能 で き な く な る （ 破 封 し や す く な る ） 場 合 が 多 い 。
本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み 発 明 さ れ た も の で あ っ て 、 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 、 排 水 時 に ゴ
ボ ゴ ボ と い う 不 快 な 音 の 発 生 を 防 止 し 、 ま た 破 封 を 生 じ 難 く す る た め に 発 明 さ れ た も の で
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ は 、 排 水 の 流 入 す る 排 水 口 （ ３ ） と 、 排 水 口 （
３ ） か ら 下 方 に 延 出 さ れ た 、 下 方 に 開 口 部 を 備 え た 防 臭 筒 （ ４ ａ ） と 、 そ の 内 部 に 防 臭 筒
（ ４ ａ ） の 下 端 開 口 を 収 納 す る と 共 に 、 排 水 を 溜 め て 封 水 を 形 成 す る 封 水 部 （ ６ ） と 、 封
水 部 （ ６ ） を 溢 れ 出 た 排 水 を 下 水 等 に 排 出 す る 排 出 口 （ ７ ） と 、 を 備 え た 排 水 ト ラ ッ プ に
お い て 、
排 水 口 （ ３ ） か ら 開 口 部 ま で の 流 路 上 で 防 臭 筒 （ ４ ａ ） を 分 岐 さ せ て 、 独 立 し た 開 口 部 を
複 数 設 け た こ と を 特 徴 と す る 排 水 ト ラ ッ プ で あ る 。
尚 、 こ こ で い う 「 独 立 し た 開 口 部 」 と は 、 排 水 口 （ ３ ） か ら 排 出 口 （ ７ ） へ 排 水 が 流 れ る
際 、 排 水 が あ る 開 口 部 を 通 過 す れ ば 、 他 の 独 立 し た 開 口 部 を 通 過 し な く て も 排 出 口 （ ７ ）
に 到 達 で き る 関 係 で あ る こ と を い う 。 例 え ば 、 図 ３ に 示 し た 防 臭 筒 （ ４ ａ ） の 第 １ 開 口 部
と 第 ２ 開 口 部 と は 、 排 水 口 （ ３ ） か ら 排 出 口 （ ７ ） に 流 れ る 過 程 に お い て 、 第 １ 開 口 部 を
通 過 す れ ば 第 ２ 開 口 部 を 通 過 す る 必 要 が 無 く 、 ま た 第 ２ 開 口 部 を 通 過 す れ ば 第 １ 開 口 部 を
通 過 す る 必 要 が な い の で 、 こ こ で い う 独 立 し た 開 口 部 に 相 当 す る 。
一 方 、 図 ６ に 示 し た 防 臭 筒 （ ４ ａ ） で あ れ ば 、 第 ２ 開 口 部 を 通 過 し た 排 水 は 必 ず 第 １ 開 口
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部 を 通 過 し な け れ ば な ら な い た め 、 こ こ で い う 独 立 し た 開 口 部 に は 相 当 し な い （ 図 ６ は 本
発 明 の 実 施 例 を 示 す も の で は な い ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ は 、 上 記 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 、 上 記 防
臭 筒 （ ４ ａ ） を 独 立 し た 部 材 と し て 構 成 し 、 排 水 ト ラ ッ プ か ら 着 脱 自 在 と し た こ と を 特 徴
と す る 上 記 段 落 ０ ０ ０ ７ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ は 、 中 空 の ケ ー シ ン グ 体 か ら 成 る ト ラ ッ プ 本 体
（ １ ） と 、 ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） の 上 面 に 設 け ら れ た 、 排 水 の 流 入 す る 排 水 口 （ ３ ） と 、 ト
ラ ッ プ 本 体 （ １ ） の 側 面 に 設 け ら れ た 、 排 水 を 下 水 等 に 排 出 す る 排 出 口 （ ７ ） と 、 ト ラ ッ
プ 本 体 （ １ ） 内 部 を 、 平 面 視 排 水 口 （ ３ ） を 有 す る 側 と 、 排 出 口 （ ７ ） を 有 す る 側 と に 分
割 す る よ う に 配 置 さ れ 、 ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） の 内 壁 上 端 か ら 下 方 に 延 出 さ れ た 、 下 方 に 開
口 部 を 備 え た 防 臭 壁 （ ４ ｂ ） と 、 防 臭 壁 （ ４ ｂ ） の 下 端 開 口 を 収 納 す る と 共 に 、 排 水 を 溜
め て 封 水 を 形 成 し 、 溢 れ た 排 水 を 排 出 口 （ ７ ） に 流 出 さ せ る 封 水 部 （ ６ ） と 、 を 備 え た 排
水 ト ラ ッ プ に お い て 、
排 水 口 （ ３ ） か ら 開 口 部 ま で の 流 路 上 で 防 臭 壁 （ ４ ｂ ） を 分 岐 さ せ て 、 独 立 し た 開 口 部 を
複 数 設 け た こ と を 特 徴 と す る 排 水 ト ラ ッ プ で あ る 。
尚 、 こ こ で い う 「 独 立 し た 開 口 部 」 と は 、 段 落 ０ ０ ０ ７ と 同 様 の 意 味 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ４ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ は 、 上 記 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 、 上 記 複
数 設 け た 開 口 部 の う ち 少 な く と も ２ つ の 開 口 部 に 、 高 低 差 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 段 落
０ ０ ０ ７ 乃 至 段 落 ０ ０ ０ ９ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ５ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ は 、 上 記 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 、 上 記 開
口 部 の 開 口 面 積 に 差 違 を 設 け る と 共 に 、 開 口 面 積 が 大 き い 開 口 部 を 、 開 口 面 積 が 小 さ い 開
口 部 よ り も 下 方 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 段 落 ０ ０ １ ０ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ６ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ は 、 上 記 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 、 最 下 方
の 開 口 部 以 外 の 開 口 部 の 少 な く と も １ つ を 、 開 口 箇 所 に て 再 度 子 分 岐 さ せ た こ と を 特 徴 と
す る 段 落 ０ ０ １ ０ 又 は 段 落 ０ ０ １ １ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ で あ る 。
尚 、 こ こ で い う 「 子 分 岐 」 と は 、 一 端 分 岐 し た 排 水 の 流 路 を 再 度 分 岐 し た 、 と い う 意 味 で
あ り 、 分 岐 の 構 造 そ れ 自 体 に 特 定 の 技 術 等 が 盛 り 込 ま れ て い る 、 と い う 意 味 で は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ７ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ は 、 上 記 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 、 防 臭 筒
（ ４ ａ ） 又 は 防 臭 壁 （ ４ ｂ ） の 分 岐 箇 所 を 、 封 水 水 面 （ Ｗ Ｌ ） よ り も 上 方 に 配 置 し た こ と
を 特 徴 と す る 段 落 ０ ０ ０ ７ 乃 至 段 落 ０ ０ １ ２ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ で あ る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ８ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ は 、 上 記 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 、 上 記 防
臭 筒 （ ４ ａ ） は 防 臭 壁 （ ４ ｂ ） に 設 け た 分 岐 箇 所 の 開 口 を 下 方 に 向 け て 設 け た こ と を 特 徴
と す る 上 記 段 落 ０ ０ １ ３ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ９ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ は 、 上 記 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 、 開 口 部
の 開 口 面 積 の 総 和 よ り も 、 排 水 口 （ ３ ） の 開 口 面 積 の 方 が 大 き な 面 積 を 有 し て い る こ と を
特 徴 と す る 上 記 段 落 ０ ０ ０ ７ 乃 至 段 落 ０ ０ １ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 排 水 ト ラ ッ プ で あ
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 排 水 ト ラ ッ プ は 、 以 下 の 効 果 を 奏 す る 。
請 求 項 １ 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 本 発 明 は 、 排 水 ト ラ ッ プ の 排 水 口 か ら 開 口 部 ま で の 流 路 上 で
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防 臭 筒 又 は 防 臭 壁 を 分 岐 さ せ て 、 独 立 し た 開 口 部 を 複 数 設 け た こ と で 、 破 封 の 発 生 に よ る
影 響 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
こ の 効 果 を 具 体 的 に 説 明 す る 。 排 水 ト ラ ッ プ に 排 水 が 行 わ れ て 自 己 サ イ ホ ン が 発 生 し 、 開
口 部 の 高 さ ま で 封 水 の 水 面 が 降 下 す る と 、 そ の 高 さ 位 置 で 破 封 が 発 生 す る 。 そ し て 、 こ の
高 さ で 空 気 の 引 き 込 み が 発 生 す る た め 、 封 水 面 の 降 下 が 抑 え ら れ る 。 こ の と き 開 口 部 は 複
数 に 分 割 さ れ て い る た め 、 前 述 の 従 来 例 の よ う に 開 口 部 が １ つ し か 無 い 場 合 に 比 べ て 開 口
面 積 は 分 割 さ れ た 分 小 さ く な り 、 排 水 時 の 気 泡 は 小 さ く な る （ 従 来 例 に お い て 大 き な 気 泡
が 単 位 時 間 に １ つ で き る 場 合 、 本 発 明 で は 気 泡 が 小 さ く な っ た 分 単 位 時 間 に ２ つ 又 は そ れ
以 上 発 生 す る の で あ っ て 、 発 生 す る 気 泡 の 総 体 積 自 体 は 殆 ど 変 わ ら な い ） 。 発 生 し た 小 さ
な 気 泡 同 士 は 、 水 の 表 面 張 力 が あ る た め 、 水 中 で 触 れ あ っ て も 合 体 す る 事 は な く 、 封 水 の
水 面 上 で 小 さ な 気 泡 の ま ま 弾 け る 事 に な る 。 気 泡 が 小 さ く な っ た た め 、 騒 音 は 殆 ど 発 生 し
な く な る 。 厳 密 に は 、 従 来 例 の よ う な 大 き な 気 泡 が 弾 け る 「 ゴ ボ ゴ ボ 」 と い う 騒 音 で は な
く 、 小 さ い 騒 音 が 連 続 し て 発 生 す る こ と に な る が 、 小 さ い 騒 音 自 体 が 殆 ど 聞 こ え な い 程 度
に 小 さ い た め 、 そ れ が 連 続 し て 発 生 し て も 、 実 質 上 、 騒 音 が 殆 ど 発 生 し な く な る 。 一 方 で
開 口 部 は 分 岐 し て い る だ け で 、 開 口 面 積 は 減 少 し て い る わ け で は な い の で 、 排 水 性 能 は 従
来 と 同 等 か 、 通 気 性 が 向 上 し た 分 、 向 上 す る 事 に な る 。
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た よ う に 、 上 記 防 臭 筒 を 独 立 し た 部 材 と し て 構 成 し 、 排 水 ト ラ ッ
プ か ら 着 脱 自 在 と す れ ば 、 清 掃 性 が 向 上 す る と 共 に 、 従 来 品 の 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 防 臭
筒 の み 変 更 す れ ば 本 発 明 を 採 用 す る こ と が で き 、 専 用 部 材 を 作 る 必 要 が 減 る 分 、 部 材 の 共
通 化 に よ る 部 材 管 理 の 容 易 化 な ら び に コ ス ト ダ ウ ン を 図 る こ と が で き る 。
更 に 同 様 の 機 構 を 備 え た 従 来 型 の 排 水 ト ラ ッ プ に も 、 防 臭 筒 を 変 更 す る だ け で 、 本 発 明 の
作 用 ／ 効 果 を 与 え る こ と が で き 、 好 適 で あ る 。
更 に 、 請 求 項 ４ に 記 載 し た よ う に 、 上 記 分 割 し た 開 口 部 に 高 低 差 を 設 け る と 、 気 泡 は 主 に
上 方 に 配 置 し た 開 口 部 か ら 発 生 す る よ う に な り 、 気 泡 が 発 生 す る 開 口 部 を 限 定 す る こ と が
で き 、 例 え ば 排 出 口 か ら 離 れ た 位 置 か ら 気 泡 を 発 生 さ せ る な ど 、 気 泡 の 発 生 を あ る 程 度 コ
ン ト ロ ー ル す る こ と が で き る 。
ま た 、 自 己 サ イ ホ ン に よ っ て 封 水 が 失 わ れ る 場 合 で も 、 上 方 の 開 口 部 の 高 さ 位 置 ま で 封 水
の 水 面 が 降 下 す る と 、 そ の 高 さ で 通 気 が 発 生 し て 封 水 水 面 の 降 下 が 止 ま る 。 排 水 が 終 了 に
近 づ き 、 比 較 的 緩 や か に 流 れ て 封 水 部 に 溜 ま る 排 水 の 量 は 従 来 例 と 同 じ で あ る が 、 元 々 残
留 し て い る 封 水 の 量 が 多 い た め 、 封 水 部 に 残 る 排 水 の 量 は 従 来 例 と 比 較 し て 多 く な る 。 実
際 に は 、 開 口 部 の 高 さ 位 置 が 上 昇 し た 分 、 破 封 が 生 じ や す く な る が 、 開 口 部 は 分 岐 に よ っ
て 開 口 面 積 が 小 さ く な っ て い る た め 、 破 封 の 影 響 が 生 じ に く い 。
特 に 各 開 口 部 に 上 記 の よ う な 高 低 差 を 設 け た 場 合 、 請 求 項 ５ に 記 載 し た よ う に 、 高 い 位 置
に あ る 開 口 部 、 つ ま り 気 泡 が 発 生 す る 頻 度 の 高 い 開 口 部 の 開 口 面 積 を 小 さ い も の と し て お
く と 、 発 生 す る 気 泡 は よ り 小 さ な も の と な り 、 騒 音 の 発 生 （ 騒 音 の 音 量 ） も 減 少 す る 。
ま た 、 請 求 項 ６ に 記 載 し た よ う に 、 気 泡 が 発 生 す る 頻 度 の 高 い 開 口 部 を 再 度 子 分 岐 （ こ こ
で い う 「 子 分 岐 」 と は 、 一 端 分 岐 し た 排 水 の 流 路 を 再 度 分 岐 し た 、 と い う 意 味 で あ り 、 分
岐 の 構 造 そ れ 自 体 に 特 定 の 技 術 等 が 盛 り 込 ま れ て い る 、 と い う 意 味 で は な い ） す る こ と で
、 発 生 す る 気 泡 を よ り 小 さ な も の と で き る 。 ま た こ の よ う に 子 分 岐 構 造 を 採 用 す る こ と で
、 気 泡 が 発 生 す る 頻 度 の 高 い 開 口 部 と そ の 排 水 流 路 を 、 そ れ ぞ れ 独 立 に 設 け る よ り 効 率 的
に 分 岐 さ せ る こ と が で き る 。
ま た 、 請 求 項 ７ に 記 載 し た よ う に 、 排 水 の 分 岐 部 分 を 封 水 水 面 よ り も 上 方 に 配 置 す る と 、
当 該 分 岐 部 分 が 封 水 中 に 浮 か ぶ 髪 の 毛 や ゴ ミ 、 ヌ メ リ 等 に よ っ て 閉 塞 さ れ に く く な り 、 信
頼 性 が 向 上 す る 。
特 に こ の 分 岐 箇 所 を 封 水 水 面 よ り も 上 方 に 配 置 し た 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 、 請 求 項 ８ に 記
載 し た よ う に 、 分 岐 箇 所 の 開 口 を 下 方 に 向 け て 設 け る と 、 封 水 中 に 浮 か ぶ 髪 の 毛 や ゴ ミ 、
ヌ メ リ 等 に 加 え て 、 排 水 口 か ら 流 入 す る 、 排 水 中 に 浮 か ぶ 髪 の 毛 や ゴ ミ 、 ヌ メ リ 等 か ら も
分 岐 部 分 が 閉 塞 さ れ に く く な り 、 信 頼 性 が よ り 向 上 す る 。
ま た 、 請 求 項 ９ に 記 載 し た よ う に 、 防 臭 筒 又 は 防 臭 壁 の 開 口 部 の 開 口 面 積 の 総 和 よ り も 、
排 水 口 の 開 口 面 積 の 方 が 大 き な 面 積 を 有 し た 排 水 ト ラ ッ プ で は 、 排 水 中 の 空 気 が 閉 め 出 さ
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れ て 自 己 サ イ ホ ン が 発 生 し や す く な る 。 こ の た め 、 本 発 明 の よ う に 自 己 サ イ ホ ン に よ っ て
生 じ る 問 題 を 解 決 で き る 発 明 を 採 用 す る と 好 適 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 第 一 実 施 例 を 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
図 １ 乃 至 図 及 び 図 ５ に 示 し た 、 本 発 明 の 第 一 実 施 例 は 、 以 下 に 記 載 し た ト ラ ッ プ 本 体 （ １
） 、 フ ラ ン ジ 部 材 （ ２ ） 、 防 臭 筒 （ ４ ａ ） 、 よ り 構 成 さ れ て な る 。
ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） は 、 有 底 円 筒 状 の 封 水 部 （ ６ ） と 、 封 水 部 （ ６ ） の 上 端 を 覆 う よ う に
配 置 さ れ 、 そ の 内 部 を 封 水 部 （ ６ ） か ら 溢 れ た 排 水 （ 封 水 ） が 流 れ る 通 水 路 （ ９ ） と 、 通
水 路 （ ９ ） の 側 面 に 設 け ら れ た 、 排 水 を 排 出 す る た め の 排 出 口 （ ７ ） と 、 通 水 路 （ ９ ） の
上 方 に 設 け た 、 雌 ね じ を 有 す る 開 口 か ら な る 雌 ね じ 部 （ ８ ） と 、 か ら 構 成 さ れ る 。
排 出 口 （ ７ ） は 前 記 ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） 内 の 排 水 を 下 水 側 配 管 へ 排 出 す る た め の 開 口 で あ
っ て 、 通 水 路 （ ９ ） の 外 壁 部 （ １ ２ ） の 側 面 か ら 外 方 向 に 向 か っ て 形 成 さ れ 、 内 部 は ト ラ
ッ プ 本 体 （ １ ） 内 部 と 連 通 し て な る 。
フ ラ ン ジ 部 材 （ ２ ） は 、 上 下 に 開 口 し た 円 筒 形 状 の 部 材 で あ っ て 、 上 端 に は 鍔 部 を 設 け 、
ま た 外 周 面 に は 前 記 し た ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） の 雌 ね じ 部 （ ８ ） と 螺 合 す る 雄 ね じ 部 （ １ ０
） を 設 け 、 内 側 に は 防 水 パ ン （ Ｐ ） 上 の 排 水 が 流 入 す る 排 水 口 （ ３ ） を 開 口 し て い る 。
防 臭 筒 （ ４ ａ ） は 、 上 下 端 と も 開 放 さ れ た 略 円 筒 状 で あ っ て 、 上 端 か ら 一 度 す り 鉢 状 に 縮
径 し た 後 、 下 方 に 円 筒 部 分 が 降 下 し た 形 状 で あ り 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 材 （ ２ ） の 排 水 口 （ ３
） と 着 脱 自 在 且 つ 水 密 的 に 嵌 合 さ れ る 。
更 に こ の 第 一 実 施 例 の 防 臭 筒 （ ４ ａ ） は 、 防 臭 筒 （ ４ ａ ） の 内 部 、 封 水 部 （ ６ ） の 上 端 よ
り も 上 方 か ら 下 端 部 ま で 壁 部 （ １ ２ ） を 設 け る こ と で 、 防 臭 筒 （ ４ ａ ） 内 部 を 途 中 で 分 岐
さ せ 、 そ の 下 流 の 開 口 部 を 分 岐 に 合 わ せ そ れ ぞ れ 独 立 し て ２ つ 設 け て な る 。
尚 、 こ こ で い う 「 独 立 し た 開 口 部 」 と は 、 排 水 口 （ ３ ） か ら 排 出 口 （ ７ ） へ 排 水 が 流 れ る
際 、 排 水 が あ る 開 口 部 を 通 過 す れ ば 、 他 の 独 立 し た 開 口 部 を 通 過 し な く て も 排 出 口 （ ７ ）
に 到 達 で き る 関 係 で あ る こ と を い う 。
こ の ２ つ の 開 口 部 は 上 下 に 高 低 差 を 設 け 、 高 い 方 に 設 け た 開 口 部 を 第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） 、
下 端 側 に 設 け た 開 口 部 を 第 一 開 口 部 （ ５ ａ ） と し て い る 。 更 に こ の 第 一 開 口 部 （ ５ ａ ） と
第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） の 面 積 比 は 、 お よ そ １ ０ 対 １ 程 度 と な る よ う に 構 成 し て い る 。
ま た 、 こ の よ う な 排 水 ト ラ ッ プ は 、 次 の よ う な 排 水 機 器 で あ る 防 水 パ ン （ Ｐ ） に 施 工 さ れ
る 。 防 水 パ ン （ Ｐ ） は 、 浴 室 や 洗 濯 機 な ど 、 使 用 時 に 排 水 が 生 じ る 場 所 に 用 い ら れ る 排 水
機 器 で あ っ て 、 流 れ た 排 水 を 受 け 止 め る 機 能 を 有 し 、 底 面 の 最 も 低 い 位 置 に 取 付 部 （ Ｐ １
） を 開 口 し て な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 の 段 落 ０ ０ １ ７ に 示 し た 、 排 水 ト ラ ッ プ の 各 部 材 は 、 下 記 の 方 法 に よ っ て 、 排 水 機
器 で あ る 防 水 パ ン （ Ｐ ） に 接 続 さ れ る 。
排 水 ト ラ ッ プ は 、 防 水 パ ン （ Ｐ ） の 取 付 部 （ Ｐ １ ） 周 縁 を 間 に 介 し た 状 態 で 、 ト ラ ッ プ 本
体 （ １ ） の 雌 ね じ 部 （ ８ ） を フ ラ ン ジ 部 材 （ ２ ） の 雄 ね じ 部 （ １ ０ ） に 螺 合 さ せ る こ と で
、 防 水 パ ン （ Ｐ ） の 取 付 部 （ Ｐ １ ） 周 縁 が 、 フ ラ ン ジ 部 材 （ ２ ） の 鍔 部 下 面 と 、 ト ラ ッ プ
本 体 （ １ ） の 開 口 周 縁 と で 挟 持 さ れ 、 防 水 パ ン （ Ｐ ） に ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） 及 び フ ラ ン ジ
部 が 取 り 付 け 固 定 さ れ る 。
更 に フ ラ ン ジ 部 材 （ ２ ） の 排 水 口 （ ３ ） に 、 防 臭 筒 （ ４ ａ ） を 着 脱 自 在 且 つ 水 密 的 に 嵌 合
さ せ る 。 こ の と き 、 防 臭 筒 （ ４ ａ ） 下 端 の 開 口 部 は 、 第 一 開 口 部 （ ５ ａ ） 、 第 二 開 口 部 （
５ ｂ ） 共 に 前 記 封 水 部 （ ６ ） 内 に 配 置 さ れ て な る 。
ま た 、 ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） の 排 出 口 （ ７ ） に 床 下 配 管 （ Ｄ ） を 接 続 さ せ 、 排 水 ト ラ ッ プ の
施 工 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 排 水 ト ラ ッ プ 配 管 に お い て 、 防 水 パ ン （ Ｐ ） 上 に 排 水 が 行 わ れ
る と 、 排 水 は 、 排 水 口 （ ３ ） 、 防 臭 筒 （ ４ ａ ） の 上 方 の 開 口 か ら 、 分 岐 部 分 を 介 し て 第 一
開 口 部 （ ５ ａ ） 、 又 は 第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） の い ず れ か 一 方 を 通 過 し 、 封 水 部 （ ６ ） の 上 端
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縁 部 か ら 通 水 路 （ ９ ） 内 を 通 過 し て 排 出 口 （ ７ ） に 至 り 、 最 終 的 に は 床 下 配 管 （ Ｄ ） か ら
下 水 側 等 に 排 出 さ れ る 。
ま た 、 こ の と き 封 水 部 （ ６ ） に 排 水 が 溜 ま る こ と で 、 排 水 ト ラ ッ プ は ト ラ ッ プ 機 能 を 備 え
る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 更 に こ の 排 水 ト ラ ッ プ の 防 臭 筒 （ ４ ａ ） で は 、 壁 部 （ １ ２ ） を 設 け る こ と で 、 防 臭 筒 （
４ ａ ） 内 部 を 途 中 で 分 岐 さ せ 、 分 岐 に 合 わ せ て 第 一 開 口 部 （ ５ ａ ） 、 第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ）
と 開 口 部 を ２ つ 設 け て い る 。
第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） の ほ う が 、 第 一 開 口 部 （ ５ ａ ） よ り も 高 い 位 置 に 設 け ら れ て い る た め
、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 自 己 サ イ ホ ン に よ っ て 封 水 部 （ ６ ） の 水 面 が 降 下 し た と き 先 に 通
気 状 態 と な る 。 そ し て 通 気 が 行 わ れ る こ と で 、 こ の 高 さ 位 置 で 封 水 水 面 （ Ｗ Ｌ ） の 降 下 が
ほ ぼ 終 了 す る 。 こ れ に よ っ て 、 気 泡 は 主 に 第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） か ら の み 発 生 し 、 第 一 開 口
部 （ ５ ａ ） か ら は 殆 ど 生 じ な い よ う に す る こ と が で き る 。 そ し て 、 前 述 の よ う に こ の 第 二
開 口 部 （ ５ ｂ ） は 第 一 開 口 部 （ ５ ａ ） と 比 べ て １ ０ 分 の １ 程 度 の 開 口 面 積 し か な い た め 、
空 気 の 気 泡 は 、 従 来 例 の よ う な 開 口 部 が 一 つ し か 無 い 場 合 や 、 面 積 が １ ０ 倍 の 第 一 開 口 部
（ ５ ａ ） か ら 行 わ れ る 場 合 と 比 べ て 極 め て 小 さ な 気 泡 し か 生 じ な い 。 但 し 、 通 気 に 必 要 な
空 気 の 量 は 、 排 水 性 能 が 同 じ で あ れ は 基 本 的 に 同 じ で あ る た め 、 同 じ 時 間 （ 単 位 時 間 ） で
比 較 す れ ば 、 こ の 実 施 例 の 第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） か ら は 、 従 来 例 の 気 泡 よ り も 圧 倒 的 に 数 的
に は 多 い （ そ の 分 一 つ 一 つ の 気 泡 は 小 さ い ） 気 泡 を 生 じ る こ と に な る 。
発 生 し た 小 さ な 気 泡 同 士 は 、 水 の 表 面 張 力 が あ る た め 、 水 中 で 触 れ あ っ て も 合 体 す る 事 は
な く 、 封 水 の 水 面 上 で 小 さ な 気 泡 の ま ま 弾 け る 事 に な る 。 気 泡 が 小 さ く な っ た た め 、 騒 音
は 殆 ど 発 生 し な く な る 。 厳 密 に は 、 従 来 例 の よ う な 大 き な 気 泡 が 弾 け る 「 ゴ ボ ゴ ボ 」 と い
う 騒 音 で は な く 、 気 泡 の 数 量 が 増 加 し た 分 小 さ い 騒 音 が 連 続 し て 何 度 も 発 生 す る こ と に な
る が 、 基 本 と な る 小 さ い 騒 音 自 体 が 殆 ど 聞 こ え な い 程 度 に 小 さ い た め 、 そ れ が 連 続 し て 大
量 に 発 生 し て も 、 実 質 上 、 騒 音 が 殆 ど 発 生 し な く な る 。
一 方 で 開 口 部 は 第 一 開 口 部 （ ５ ａ ） と 第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） に 分 岐 し て い る だ け で 、 開 口 面
積 は 殆 ど 減 少 し て い る わ け で は な い の で （ 正 確 に は 壁 部 （ １ ２ ） 下 面 の 分 若 干 減 少 し て い
る が 、 実 質 問 題 に な ら な い 程 度 で あ る ） 、 排 水 性 能 は 従 来 と 同 等 か 、 通 気 状 態 に 到 達 す る
ま で の 時 間 が 早 く な っ た 分 通 気 性 が 向 上 す る の で 、 そ れ に 伴 っ て 向 上 す る 事 に な る 。
ま た こ の 第 一 実 施 例 で は 、 排 水 の 分 岐 部 分 で あ る 防 臭 筒 （ ４ ａ ） 内 の 壁 部 （ １ ２ ） の 上 端
を 、 封 水 水 面 （ Ｗ Ｌ ） よ り も 上 方 に 配 置 し て い る の で 、 封 水 中 に 浮 か ぶ 髪 の 毛 や ゴ ミ 、 ヌ
メ リ 等 に よ っ て こ の 分 岐 部 分 が 閉 塞 さ れ に く く な っ て お り 、 分 岐 部 分 が 封 水 内 に あ る 場 合
よ り も 信 頼 性 が 向 上 す る 。
ま た 、 上 記 し た よ う に 、 上 記 防 臭 筒 （ ４ ａ ） を 独 立 し た 部 材 と し て 構 成 し 、 排 水 ト ラ ッ プ
か ら 着 脱 自 在 と す れ ば 、 清 掃 性 が 向 上 す る と 共 に 、 従 来 品 の 排 水 ト ラ ッ プ に お い て 防 臭 筒
（ ４ ａ ） の み 変 更 す れ ば 本 発 明 を 採 用 す る こ と が で き 、 専 用 部 材 を 作 る 必 要 が 減 る 分 、 部
材 の 共 通 化 に よ る 部 材 管 理 の 容 易 化 な ら び に コ ス ト ダ ウ ン を 図 る こ と が で き る 。
ま た 、 上 記 実 施 例 で は 、 防 臭 筒 （ ４ ａ ） を 上 端 か ら 下 端 に 至 る ま で の 部 分 で 、 一 度 す り 鉢
状 に 構 成 し て い る た め 、 防 臭 筒 （ ４ ａ ） の 開 口 部 の 開 口 面 積 の 総 和 よ り も 、 排 水 口 （ ３ ）
の 開 口 面 積 の 方 が 大 き く な っ て い る 。
こ の よ う な 排 水 ト ラ ッ プ で は 、 排 水 中 の 空 気 が 閉 め 出 さ れ て 自 己 サ イ ホ ン が 発 生 し や す く
な る が 、 本 発 明 で は 自 己 サ イ ホ ン に よ っ て 生 じ る 問 題 を 解 決 で き る 機 能 を 有 し て い る た め
、 こ の よ う な 自 己 サ イ ホ ン が 生 じ や す い 排 水 ト ラ ッ プ に 採 用 す る の に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 本 発 明 の 第 二 実 施 例 を 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
図 ７ 乃 至 図 ９ に 示 し た 、 本 発 明 の 第 二 実 施 例 は 、 以 下 に 記 載 し た ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） 、 フ
ラ ン ジ 部 材 （ ２ ） 、 防 臭 筒 （ ４ ａ ） 、 よ り 構 成 さ れ て な る 。
ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） 、 フ ラ ン ジ 部 材 （ ２ ） 、 及 び 防 水 パ ン （ Ｐ ） は 、 前 述 し た 第 一 実 施 例
の 各 部 材 と 同 様 に 構 成 さ れ て な る 。
防 臭 筒 （ ４ ａ ） は 、 上 下 端 と も 開 放 さ れ た 略 円 筒 状 で あ っ て 、 上 端 か ら 一 度 す り 鉢 状 に 縮
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径 し た 後 、 下 方 に 円 筒 部 分 が 降 下 し た 形 状 で あ り 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 材 （ ２ ） の 排 水 口 （ ３
） と 着 脱 自 在 且 つ 水 密 的 に 嵌 合 さ れ る 。
更 に こ の 第 一 実 施 例 の 防 臭 筒 （ ４ ａ ） は 、 防 臭 筒 （ ４ ａ ） の 内 部 、 封 水 部 （ ６ ） の 上 端 よ
り も 上 方 か ら 下 端 部 ま で 壁 部 （ １ ２ ） を 設 け 、 更 に 後 述 す る 第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） 側 の 分 岐
部 分 に 、 断 面 略 逆 Ｕ 字 形 状 の 傘 部 （ １ １ ） を 設 け て な る 。 こ の よ う に 構 成 し た こ と で 、 防
臭 筒 （ ４ ａ ） 内 部 を 途 中 で 分 岐 さ せ 、 そ の 下 流 の 開 口 部 を 分 岐 に 合 わ せ そ れ ぞ れ 独 立 し て
２ つ 設 け る と 共 に 、 分 岐 部 分 の 開 口 を 下 方 に 向 け た 形 状 と し て い る 。
尚 、 こ こ で い う 「 独 立 し た 開 口 部 」 と は 、 排 水 口 （ ３ ） か ら 排 出 口 （ ７ ） へ 排 水 が 流 れ る
際 、 排 水 が あ る 開 口 部 を 通 過 す れ ば 、 他 の 独 立 し た 開 口 部 を 通 過 し な く て も 排 出 口 （ ７ ）
に 到 達 で き る 関 係 で あ る こ と を い う 。
ま た 、 こ の ２ つ の 開 口 部 は 上 下 に 高 低 差 を 設 け 、 高 い 方 に 設 け た 開 口 部 を 第 二 開 口 部 （ ５
ｂ ） 、 下 端 側 に 設 け た 開 口 部 を 第 一 開 口 部 （ ５ ａ ） と し て い る 。 更 に こ の 第 一 開 口 部 （ ５
ａ ） と 第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） の 面 積 比 は 、 お よ そ １ ０ 対 １ 程 度 と な る よ う に 構 成 し て い る 。
更 に 、 上 記 第 二 実 施 例 の 防 臭 筒 （ ４ ａ ） で は 、 第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） に ス リ ッ ト （ １ ３ ） を
設 け 、 第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） を 子 分 岐 さ せ て 構 成 し て い る 。 尚 、 こ こ で い う 「 子 分 岐 」 と は
、 一 端 分 岐 し た 排 水 の 流 路 を 再 度 分 岐 し た 、 と い う 意 味 で あ り 、 分 岐 の 構 造 そ れ 自 体 に 特
定 の 技 術 等 が 盛 り 込 ま れ て い る 、 と い う 意 味 で は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 の 段 落 ０ ０ ２ １ に 示 し た 、 排 水 ト ラ ッ プ の 各 部 材 は 、 上 記 段 落 ０ ０ １ ８ に 記 載 さ れ
た 第 一 実 施 例 と 同 様 の 方 法 に よ っ て 、 排 水 機 器 で あ る 防 水 パ ン （ Ｐ ） に 施 工 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 排 水 ト ラ ッ プ 配 管 に お い て 、 防 水 パ ン （ Ｐ ） 上 に 排 水 が 行 わ れ
る と 、 排 水 は 、 排 水 口 （ ３ ） 、 防 臭 筒 （ ４ ａ ） の 上 方 の 開 口 か ら 、 分 岐 部 分 を 介 し て 第 一
開 口 部 （ ５ ａ ） 、 又 は 第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） の い ず れ か 一 方 を 通 過 し 、 封 水 部 （ ６ ） の 上 端
縁 部 か ら 通 水 路 （ ９ ） 内 を 通 過 し て 排 出 口 （ ７ ） に 至 り 、 最 終 的 に は 床 下 配 管 （ Ｄ ） か ら
下 水 側 等 に 排 出 さ れ る 。
ま た 、 こ の と き 封 水 部 （ ６ ） に 排 水 が 溜 ま る こ と で 、 排 水 ト ラ ッ プ は ト ラ ッ プ 機 能 を 備 え
る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 更 に こ の 第 二 実 施 例 の 排 水 ト ラ ッ プ の 防 臭 筒 （ ４ ａ ） で は 、 上 記 段 落 ０ ０ ２ ０ に 記 載 し
た 第 一 実 施 例 の 効 果 に 加 え て 、 第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） に ス リ ッ ト （ １ ３ ） を 設 け 、 再 度 子 分
岐 さ せ た こ と で 、 気 泡 の 大 き さ を 、 第 一 実 施 例 で 発 生 す る 気 泡 よ り も 更 に 細 か く す る こ と
が で き 、 そ の 分 更 に 発 生 す る 騒 音 を 小 さ な も の に で き る 。 こ の よ う に す る と 、 分 岐 部 分 の
ス リ ッ ト （ １ ３ ） を 、 分 岐 部 分 を 複 数 設 け る よ り も 短 く で き 、 原 材 料 等 の 面 で 有 利 に な る
。
ま た 、 傘 部 （ １ １ ） を 設 け て 、 分 岐 箇 所 の 開 口 を 下 方 に 向 か う よ う に 構 成 し た た め 、 排 水
口 （ ３ ） か ら 流 入 す る 、 排 水 中 に 浮 か ぶ 髪 の 毛 や ゴ ミ 、 ヌ メ リ 等 に 分 岐 部 分 の 開 口 が さ ら
さ れ る こ と が 無 く な り 、 分 岐 部 分 が 閉 塞 さ れ に く く な り 、 信 頼 性 が よ り 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 本 発 明 の 第 三 実 施 例 を 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
図 １ ０ 乃 至 図 １ １ に 示 し た 、 本 発 明 の 第 二 実 施 例 は 、 以 下 に 記 載 し た ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ）
、 フ ラ ン ジ 部 材 （ ２ ） よ り 構 成 さ れ て な る 。
フ ラ ン ジ 部 材 （ ２ ） 、 及 び 防 水 パ ン （ Ｐ ） は 、 前 述 し た 第 一 実 施 例 の 各 部 材 と 同 様 に 構 成
さ れ て な る 。
ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） は 、 上 面 に 雌 ね じ を 有 す る 開 口 か ら な る 雌 ね じ 部 （ ８ ） を 、 側 面 に 排
出 口 （ ７ ） を 備 え た ケ ー シ ン グ 体 で あ っ て 、 そ の 内 部 に 、 平 面 視 排 水 口 （ ３ ） を 有 す る 側
と 、 排 出 口 （ ７ ） を 有 す る 側 と に 分 割 す る よ う に 配 置 さ れ 、 ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） の 内 壁 上
端 か ら 下 方 に 延 出 さ れ た 、 下 方 に 開 口 部 を 備 え た 防 臭 壁 （ ４ ｂ ） を 備 え て 成 る 。
ま た 、 上 記 ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） 内 部 に は 、 ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） の 内 側 底 面 か ら 排 出 口 （ ７
） ま で の 間 に 傾 斜 面 を 形 成 し て 、 内 部 に 封 水 部 （ ６ ） を 形 成 し 、 封 水 が 溜 ま る よ う に 構 成
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す る と 共 に 、 そ の 封 水 部 （ ６ ） 内 に 、 前 述 の 防 臭 壁 （ ４ ｂ ） 下 端 が 配 置 さ れ る よ う に 構 成
し て 成 る 。
更 に こ の 第 三 実 施 例 の ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） の 防 臭 壁 （ ４ ｂ ） は 、 封 水 部 （ ６ ） の 上 端 よ り
も 上 方 か ら 下 端 部 ま で 壁 部 （ １ ２ ） を 設 け る こ と で 、 防 臭 筒 （ ４ ａ ） 内 部 を 途 中 で 分 岐 さ
せ 、 そ の 下 流 の 開 口 部 を 分 岐 に 合 わ せ そ れ ぞ れ 独 立 し て ２ つ 設 け て な る 。
尚 、 こ こ で い う 「 独 立 し た 開 口 部 」 と は 、 排 水 口 （ ３ ） か ら 排 出 口 （ ７ ） へ 排 水 が 流 れ る
際 、 排 水 が あ る 開 口 部 を 通 過 す れ ば 、 他 の 独 立 し た 開 口 部 を 通 過 し な く て も 排 出 口 （ ７ ）
に 到 達 で き る 関 係 で あ る こ と を い う 。
こ の ２ つ の 開 口 部 は 、 上 下 に 高 低 差 を 設 け 、 高 い 方 に 設 け た 開 口 部 を 第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ）
、 下 端 側 に 設 け た 開 口 部 を 第 一 開 口 部 （ ５ ａ ） と し て い る 。 更 に こ の 第 一 開 口 部 （ ５ ａ ）
と 第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） の 面 積 比 は 、 お よ そ １ ０ 対 １ 程 度 と な る よ う に 構 成 し て い る 。
ま た 、 こ の よ う な 排 水 ト ラ ッ プ は 、 次 の よ う な 排 水 機 器 で あ る 防 水 パ ン （ Ｐ ） に 施 工 さ れ
る 。 防 水 パ ン （ Ｐ ） は 、 浴 室 や 洗 濯 機 な ど 、 使 用 時 に 排 水 が 生 じ る 場 所 に 用 い ら れ る 排 水
機 器 で あ っ て 、 流 れ た 排 水 を 受 け 止 め る 機 能 を 有 し 、 底 面 の 最 も 低 い 位 置 に 取 付 部 （ Ｐ １
） を 開 口 し て な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 の 段 落 ０ ０ ２ ５ に 示 し た 、 排 水 ト ラ ッ プ の 各 部 材 は 、 下 記 の 方 法 に よ っ て 、 排 水 機
器 で あ る 防 水 パ ン （ Ｐ ） に 接 続 さ れ る 。
排 水 ト ラ ッ プ は 、 防 水 パ ン （ Ｐ ） の 取 付 部 （ Ｐ １ ） 周 縁 を 間 に 介 し た 状 態 で 、 ト ラ ッ プ 本
体 （ １ ） の 雌 ね じ 部 （ ８ ） を フ ラ ン ジ 部 材 （ ２ ） の 雄 ね じ 部 （ １ ０ ） に 螺 合 さ せ る こ と で
、 防 水 パ ン （ Ｐ ） の 取 付 部 （ Ｐ １ ） 周 縁 が 、 フ ラ ン ジ 部 材 （ ２ ） の 鍔 部 下 面 と 、 ト ラ ッ プ
本 体 （ １ ） の 開 口 周 縁 と で 挟 持 さ れ 、 防 水 パ ン （ Ｐ ） に ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） 及 び フ ラ ン ジ
部 が 取 り 付 け 固 定 さ れ る 。
ま た 、 ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） の 排 出 口 （ ７ ） に 床 下 配 管 （ Ｄ ） を 接 続 さ せ 、 排 水 ト ラ ッ プ の
施 工 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 排 水 ト ラ ッ プ 配 管 に お い て 、 防 水 パ ン （ Ｐ ） 上 に 排 水 が 行 わ れ
る と 、 排 水 は 、 排 水 口 （ ３ ） 、 防 臭 壁 （ ４ ｂ ） に よ っ て 分 割 さ れ た ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） の
排 水 口 （ ３ ） 側 よ り 、 分 岐 部 分 を 介 し て 第 一 開 口 部 （ ５ ａ ） 、 又 は 第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） の
い ず れ か 一 方 を 通 過 し 、 封 水 部 （ ６ ） の 上 端 縁 部 か ら 傾 斜 面 の 上 端 を 超 え て 排 出 口 （ ７ ）
に 至 り 、 最 終 的 に は 床 下 配 管 （ Ｄ ） か ら 下 水 側 等 に 排 出 さ れ る 。
ま た 、 こ の と き 封 水 部 （ ６ ） に 排 水 が 溜 ま る こ と で 、 排 水 ト ラ ッ プ は ト ラ ッ プ 機 能 を 備 え
る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 第 三 実 施 例 の 排 水 ト ラ ッ プ で は 、 壁 部 （ １ ２ ） を 設 け る こ と で 、 ト ラ ッ プ 本 体 （ １
） 内 部 の 排 水 口 （ ３ ） 側 を 途 中 で 分 岐 さ せ 、 分 岐 に 合 わ せ て 第 一 開 口 部 （ ５ ａ ） 、 第 二 開
口 部 （ ５ ｂ ） と 開 口 部 を ２ つ 設 け て い る 。
第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） の ほ う が 、 第 一 開 口 部 （ ５ ａ ） よ り も 高 い 位 置 に 設 け ら れ て い る た め
、 自 己 サ イ ホ ン に よ っ て 封 水 部 （ ６ ） の 水 面 が 降 下 し た と き 先 に 通 気 状 態 と な る 。 そ し て
通 気 が 行 わ れ る こ と で 、 こ の 高 さ 位 置 で 封 水 水 面 （ Ｗ Ｌ ） の 降 下 が ほ ぼ 終 了 す る 。 こ れ に
よ っ て 、 気 泡 は 主 に 第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） か ら の み 発 生 し 、 第 一 開 口 部 （ ５ ａ ） か ら は 殆 ど
生 じ な い よ う に す る こ と が で き る 。 そ し て 、 前 述 の よ う に こ の 第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） は 第 一
開 口 部 （ ５ ａ ） と 比 べ て １ ０ 分 の １ 程 度 の 開 口 面 積 し か な い た め 、 空 気 の 気 泡 は 、 従 来 例
の よ う な 開 口 部 が 一 つ し か 無 い 場 合 や 、 面 積 が １ ０ 倍 の 第 一 開 口 部 （ ５ ａ ） か ら 行 わ れ る
場 合 と 比 べ て 極 め て 小 さ な 気 泡 し か 生 じ な い 。 但 し 、 通 気 に 必 要 な 空 気 の 量 は 、 排 水 性 能
が 同 じ で あ れ は 基 本 的 に 同 じ で あ る た め 、 同 じ 時 間 （ 単 位 時 間 ） で 比 較 す れ ば 、 こ の 実 施
例 の 第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） か ら は 、 従 来 例 の 気 泡 よ り も 圧 倒 的 に 数 的 に は 多 い （ そ の 分 一 つ
一 つ の 気 泡 は 小 さ い ） 気 泡 を 生 じ る こ と に な る 。
発 生 し た 小 さ な 気 泡 同 士 は 、 水 の 表 面 張 力 が あ る た め 、 水 中 で 触 れ あ っ て も 合 体 す る 事 は
な く 、 封 水 の 水 面 上 で 小 さ な 気 泡 の ま ま 弾 け る 事 に な る 。 気 泡 が 小 さ く な っ た た め 、 騒 音
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は 殆 ど 発 生 し な く な る 。 厳 密 に は 、 従 来 例 の よ う な 大 き な 気 泡 が 弾 け る 「 ゴ ボ ゴ ボ 」 と い
う 騒 音 で は な く 、 気 泡 の 数 量 が 増 加 し た 分 小 さ い 騒 音 が 連 続 し て 何 度 も 発 生 す る こ と に な
る が 、 基 本 と な る 小 さ い 騒 音 自 体 が 殆 ど 聞 こ え な い 程 度 に 小 さ い た め 、 そ れ が 連 続 し て 大
量 に 発 生 し て も 、 実 質 上 、 騒 音 が 殆 ど 発 生 し な く な る 。
一 方 で 開 口 部 は 第 一 開 口 部 （ ５ ａ ） と 第 二 開 口 部 （ ５ ｂ ） に 分 岐 し て い る だ け で 、 開 口 面
積 は 殆 ど 減 少 し て い る わ け で は な い の で （ 正 確 に は 壁 部 （ １ ２ ） 下 面 の 分 若 干 減 少 し て い
る が 、 実 質 問 題 に な ら な い 程 度 で あ る ） 、 排 水 性 能 は 従 来 と 同 等 か 、 通 気 状 態 に 到 達 す る
ま で の 時 間 が 早 く な っ た 分 通 気 性 が 向 上 す る の で 、 そ れ に 伴 っ て 向 上 す る 事 に な る 。
ま た こ の 第 三 実 施 例 で は 、 排 水 の 分 岐 部 分 で あ る 防 臭 壁 （ ４ ｂ ） の 壁 部 （ １ ２ ） の 上 端 を
、 封 水 水 面 （ Ｗ Ｌ ） よ り も 上 方 に 配 置 し て い る の で 、 封 水 中 に 浮 か ぶ 髪 の 毛 や ゴ ミ 、 ヌ メ
リ 等 に よ っ て こ の 分 岐 部 分 が 閉 塞 さ れ に く く な っ て お り 、 分 岐 部 分 が 封 水 内 に あ る 場 合 よ
り も 信 頼 性 が 向 上 す る 。
ま た 、 こ の よ う な 排 水 ト ラ ッ プ で は 、 ト ラ ッ プ 本 体 （ １ ） 内 部 を 流 れ る 排 水 の ほ と ん ど 全
て が 、 排 出 口 （ ７ ） の 方 向 に 向 か う よ う に 構 成 さ れ て い る た め 、 第 一 実 施 例 や 第 二 実 施 例
の 排 水 ト ラ ッ プ よ り も 排 水 性 能 が 向 上 す る 分 、 自 己 サ イ ホ ン が 発 生 し や す く な る が 、 本 発
明 で は 自 己 サ イ ホ ン に よ っ て 生 じ る 問 題 を 解 決 で き る 機 能 を 有 し て い る た め 、 こ の よ う な
自 己 サ イ ホ ン が 生 じ や す い 第 三 実 施 例 の 排 水 ト ラ ッ プ （ 一 般 に は 「 ラ ン ニ ン グ ト ラ ッ プ 」
と 呼 ば れ る ） に 採 用 す る の に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 は 上 記 の よ う で あ る が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く
、 発 明 の 要 旨 を 変 更 し な い 範 囲 で 、 自 在 に 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 例 の 部 材 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 例 の 防 臭 筒 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 例 の 防 臭 筒 を 示 す 、 一 部 を 切 り 欠 き し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 例 の 排 水 時 の 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 一 開 口 部 と 第 二 開 口 部 が 独 立 で は な い 防 臭 筒 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 例 の 部 材 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 例 の 防 臭 筒 を 示 す 、 一 部 を 切 り 欠 き し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 三 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 三 実 施 例 の 部 材 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
１ 　 　 ト ラ ッ プ 本 体 　 　 　 　 　 　 　 ２ 　 　 フ ラ ン ジ 部 材
３ 　 　 排 水 口 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ａ 　 防 臭 筒
４ ｂ 　 防 臭 壁 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ａ 　 第 一 開 口 部
５ ｂ 　 第 二 開 口 部 　 　 　 　 　 　 　 　 ６ 　 　 封 水 部
７ 　 　 排 出 口 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８ 　 　 雌 ね じ 部
９ 　 　 通 水 路 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ 　 雄 ね じ 部
１ １ 　 傘 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ２ 　 壁 部
１ ３ 　 ス リ ッ ト 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｄ 　 　 床 下 配 管
Ｐ 　 　 防 水 パ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｐ １ 　 取 付 部
Ｗ Ｌ 　 封 水 水 面
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

(12) JP 2007-255153 A 2007.10.4



【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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